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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 221,827 △0.2 11,479 △7.4 12,117 △7.8 6,066 △21.7

22年3月期第3四半期 222,197 △1.9 12,402 83.1 13,143 74.0 7,749 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 53.45 ―

22年3月期第3四半期 68.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 201,101 111,734 54.4 963.25
22年3月期 200,988 108,287 52.8 935.04

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  109,308百万円 22年3月期  106,136百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00
23年3月期 ― 5.00 ―

23年3月期 
（予想）

10.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 287,500 1.0 10,200 △13.6 10,300 △16.9 4,500 △36.0 39.65



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 144,860,138株 22年3月期  144,860,138株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  31,381,473株 22年3月期  31,350,577株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 113,498,515株 22年3月期3Q 113,536,659株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益の改善や

設備投資の持ち直し等はあるものの、雇用環境は依然として厳しく、海外景気の減速懸念や株価の変動・円高等、

先行き不透明な状況で推移いたしました。食品業界におきましても、雇用や所得の低迷による消費者の節約志向は

根強く、販売競争は厳しい状況が続いております。 

 このような状況の中で、当社グループは、主力品の強化や新製品・系列品の発売を始めとして積極的な販売政策

を展開いたしました。その結果、売上高は、冷菓部門は増収となりましたが、菓子部門、食品部門、牛乳・乳製品

部門、畜産加工品部門は減収となり、全体では221,827百万円（前年同期比0.2％減）となりました。利益面につき

ましては、原材料価格のダウン等による売上原価率のダウンや広告宣伝費の減少はあったものの、販売競争激化に

伴う販売促進費の増加等により、営業利益は11,479百万円（同7.4％減）、経常利益は12,117百万円（同7.8％減）

となりました。また、生産拠点の再構築に伴う減損損失等を特別損失に計上したこと等により、四半期純利益は

6,066百万円（同21.7％減）となりました。 

  

 各セグメント別の売上の状況は、以下のとおりであります。 

・売上の状況 

  

    ＜菓子部門＞ 

 国内では、“クラッツ”が前年同期を上回りましたが、“スクイーズ”、“チーザ”及び“バンホーテンチョ

コレート”等は前年同期を下回りました。また、タイ、上海の海外子会社は、前年同期を上回りました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は56,841百万円となり、前年同期(60,158百万円)に比べ5.5％

の減収となりました。 

  

＜冷菓部門＞ 

 ３月に大幅なリニューアルを実施した“パナップ”が期間を通じて好調に推移し、“パピコ”、“セブンティ

ーンアイス”も順調に売上を伸ばしました。また、卸売販売子会社も増収となりました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は54,716百万円となり、前年同期(49,203百万円)に比べ11.2％

の増収となりました。 

  

＜食品部門＞ 

 新製品“ごちうま”が順調に売上を伸ばしましたが、“２段熟カレー”、「スナックスープ」等は前年同期を

下回りました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は17,987百万円となり、前年同期(18,495百万円)に比べ2.7％

の減収となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

  （単位：百万円、％）

  

前第３四半期連結 
累計期間 

(自平成21年4月1日 
至平成21年12月31日)

当第３四半期連結
累計期間 

(自平成22年4月1日 
至平成22年12月31日)

  
増減額 

  

  

対前年 

同期比

（参考） 
前連結会計年度 
(平成22年３月期) 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比

菓子  60,158  27.1  56,841  25.6  △3,317   94.5  81,371  28.6

冷菓  49,203  22.1  54,716  24.7  5,513  111.2  58,155  20.4

食品  18,495  8.3  17,987  8.1  △507  97.3  24,077  8.5

牛乳・乳製品  66,562  30.0  64,575  29.1  △1,987  97.0  84,917  29.8

畜産加工品  24,413  11.0  24,099  10.9  △314  98.7  31,506  11.1

その他  3,364  1.5  3,607  1.6  242  107.2  4,508  1.6

合計  222,197  100.0  221,827  100.0  △369  99.8  284,536  100.0
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＜牛乳・乳製品部門＞ 

 “朝食りんごヨーグルト”、“朝食プロバイオティクスヨーグルト”等のヨーグルト類は前年同期を上回りま

したが、“ドロリッチ”等の洋生菓子及び乳飲料は前年同期を下回りました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は64,575百万円となり、前年同期(66,562百万円)に比べ3.0％

の減収となりました。 

  

＜畜産加工品部門＞ 

 “Ａ－グル”等の食品原料は前年同期を上回りましたが、ハム・ソーセージ等は前年同期を下回りました。 

 その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は24,099百万円となり、前年同期(24,413百万円)に比べ1.3％

の減収となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産・負債及び純資産の状況） 

 総資産は、短期資金運用による有価証券の増加、現金及び預金の減少、時価下落等による投資有価証券の減少等

により、201,101百万円（前連結会計年度末に対して112百万円の増加）となりました。負債は、支払手形及び買掛

金の増加、短期借入金・未払法人税等・未払費用の減少等により、89,367百万円（前連結会計年度末に対して

3,334百万円の減少）となり、純資産は、利益剰余金の増加等により、111,734百万円(前連結会計年度末に対して

3,446百万円の増加)となりました。 

 その結果、自己資本比率は54.4％（前連結会計年度末比1.6％増）となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 営業活動によるキャッシュ・フローから投資活動によるキャッシュ・フローを差引いた当第３四半期連結累計期

間のフリー・キャッシュ・フローは10,358百万円となりました。また、短期借入金の減少と利息及び配当金の支払

等により財務活動によるキャッシュ・フローは△6,223百万円となりました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間の現金及び現金同等物期末残高は30,733百万円となり、前連結会計年度の

期末残高（26,789百万円）に比べ3,943百万円増加しました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期の業績を踏まえ、平成22年11月15日に発表いたしました平成23年３月期通期の業績予想を以下のと

おり修正しております。 

※業績予想に関する留意事項 

 上記の業績予想に関しましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

   売上高  営業利益  経常利益  当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円        円  銭 

 前回発表予想（Ａ）  288,200  10,900  11,200  4,800  42.29  

 今回修正予想（Ｂ）  287,500  10,200  10,300  4,500  39.65 

 増減額（Ｂ－Ａ）   △ 700   △ 700  △ 900  △ 300   － 

 増減率（％）    △ 0.2   △ 6.4   △ 8.0  △ 6.3   －  

 前期実績  284,536  11,805  12,388  7,031  61.93 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前事業年度決算にお

いて算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿

価切下げを行う方法によっております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準等の改正に伴う変更  

・第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が1百万円、税金等調

整前四半期純利益が175百万円減少しております。 

   

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,232 16,659

受取手形及び売掛金 31,283 29,421

有価証券 21,285 13,707

商品及び製品 6,580 7,479

仕掛品 570 934

原材料及び貯蔵品 9,501 9,931

その他 4,581 4,686

貸倒引当金 △233 △146

流動資産合計 86,801 82,673

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,591 20,341

機械装置及び運搬具（純額） 24,227 25,481

土地 11,999 11,600

その他（純額） 8,506 7,965

有形固定資産合計 64,323 65,388

無形固定資産   

ソフトウエア 5,028 1,011

その他 454 3,337

無形固定資産合計 5,483 4,349

投資その他の資産   

投資有価証券 32,382 37,671

その他 12,256 11,594

貸倒引当金 △146 △688

投資その他の資産合計 44,492 48,576

固定資産合計 114,299 118,314

資産合計 201,101 200,988

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 29,753 25,507

短期借入金 6,075 10,908

未払費用 18,760 19,860

未払法人税等 1,715 3,205

役員賞与引当金 － 109

販売促進引当金 1,013 1,292

事業構造改善引当金 361 －

その他 4,546 5,580

流動負債合計 62,226 66,464
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 10,505 10,005

退職給付引当金 11,095 11,556

役員退職慰労引当金 － 193

事業構造改善引当金 620 －

その他 4,919 4,481

固定負債合計 27,140 26,236

負債合計 89,367 92,701

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,773 7,773

資本剰余金 7,427 7,426

利益剰余金 122,627 118,263

自己株式 △26,715 △26,684

株主資本合計 111,111 106,779

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 221 950

繰延ヘッジ損益 △383 △493

為替換算調整勘定 △1,641 △1,100

評価・換算差額等合計 △1,803 △643

少数株主持分 2,425 2,151

純資産合計 111,734 108,287

負債純資産合計 201,101 200,988
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 222,197 221,827

売上原価 124,916 124,351

売上総利益 97,281 97,476

販売費及び一般管理費   

運送費及び保管費 20,158 20,016

販売促進費 25,587 26,081

広告宣伝費 9,585 9,047

貸倒引当金繰入額 70 125

退職給付引当金繰入額 868 860

その他 28,607 29,864

販売費及び一般管理費合計 84,878 85,996

営業利益 12,402 11,479

営業外収益   

受取利息 297 227

受取配当金 534 610

その他 980 760

営業外収益合計 1,812 1,598

営業外費用   

支払利息 219 178

為替差損 51 123

その他 800 657

営業外費用合計 1,071 960

経常利益 13,143 12,117

特別利益   

貸倒引当金戻入額 52 10

投資有価証券売却益 44 －

特別利益合計 97 10

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 173

事業構造改善引当金繰入額 － 981

貸倒引当金繰入額 250 60

減損損失 167 1,380

投資有価証券評価損 98 30

その他 12 17

特別損失合計 527 2,643

税金等調整前四半期純利益 12,713 9,483

法人税、住民税及び事業税 3,971 3,575

法人税等調整額 704 △451

法人税等合計 4,675 3,124

少数株主損益調整前四半期純利益 － 6,359

少数株主利益 287 292

四半期純利益 7,749 6,066
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 12,713 9,483

減価償却費 7,543 8,021

減損損失 167 1,380

投資有価証券評価損益（△は益） 98 30

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） － 981

販売促進引当金の増減額（△は減少） △104 △279

退職給付引当金の増減額（△は減少） △443 △460

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △158 △193

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △88 △109

貸倒引当金の増減額（△は減少） 255 △454

受取利息及び受取配当金 △832 △837

支払利息 219 178

売上債権の増減額（△は増加） △1,928 △1,974

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,300 1,659

仕入債務の増減額（△は減少） 1,763 4,315

その他 3,721 △1,037

小計 24,225 20,703

法人税等の支払額 △1,678 △4,973

営業活動によるキャッシュ・フロー 22,547 15,730

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △113 △753

定期預金の払戻による収入 200 961

有価証券の取得による支出 △1,993 △2,454

有価証券の売却及び償還による収入 700 2,806

投資有価証券の取得による支出 △258 △21

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,229 3,051

有形固定資産の取得による支出 △9,031 △8,279

有形固定資産の売却による収入 41 6

貸付けによる支出 △452 △125

貸付金の回収による収入 472 137

利息及び配当金の受取額 825 875

その他 △1,650 △1,578

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,029 △5,371

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,914 △4,688

長期借入れによる収入 10,000 500

利息及び配当金の支払額 △1,902 △1,912

少数株主への配当金の支払額 △16 △18

自己株式の取得による支出 △34 △33

その他 △41 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,909 △6,223

現金及び現金同等物に係る換算差額 24 △191

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,632 3,943

現金及び現金同等物の期首残高 19,581 26,789

現金及び現金同等物の四半期末残高 30,214 30,733
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該当事項はありません。 

  

１．報告セグメントの概要  

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は、本社に事業部門を統括する事業統括本部を置き、各事業部門は取り扱う製品・サービスについて

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

  したがって、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「菓子

部門」、「冷菓部門」、「食品部門」、「牛乳・乳製品部門」及び「畜産加工品部門」の５つを報告セグメ

ントとしております。 

「菓子部門」は、チョコレート・ガム・ビスケット・スナック等を製造・販売しております。 

「冷菓部門」は、アイスクリーム等を製造・販売しております。 

「食品部門」は、ルウカレー・レトルト製品等を製造・販売しております。 

「牛乳・乳製品部門」は、乳飲料・洋生菓子等を製造・販売しております。 

「畜産加工品部門」は、ハム・ソーセージ類及び澱粉・色素等を製造・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツフーズ部門、

オフィスグリコ部門、新素材部門、システム保守開発事業部門及び倉庫事業部門を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額1,701百万円には、セグメント間取引消去・その他調整額508百万円、各報

告セグメントに配分していない全社費用1,193百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セ

グメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  菓子部門において、生産拠点の再構築に伴う工場の閉鎖を決定したことにより、該当資産について合理

的に見積もられる額を減損損失に計上しております。 

  なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては1,332百万円であります。 

  

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。   

  

該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
(注)１

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

菓子 冷菓 食品
牛乳・
乳製品

畜産加
工品

計

売上高                   

外部顧客への売

上高 
 56,841  54,716  17,987  64,575  24,099 218,220  3,607 221,827 -  221,827

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

- - -  66  193  260  3,611  3,872 △3,872 - 

計  56,841  54,716  17,987  64,642  24,292 218,480  7,219 225,699 △3,872  221,827

セグメント利益又

は損失(△） 
 2,160  5,402  336  1,602  401  9,903  △125  9,777  1,701  11,479

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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